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という世界規模の現象が出現してきた（Bud 1994; Cooper 2008; Rajan 2006; 
Yoxen 1981）。ここでいう人体とは、臓器や器官、組織、細胞、遺伝子といっ
た諸部分から成る階層構造をもつものであり（廣野 2019, 18-19）、こうした人
体の諸部分が商品化されつつある（井上 2019; Jackson 2015; Koepsell 2015; 小
門 2019; 見上 2019; Overwalle (ed.) 2009; Palombi 2009; Thacker 2006; Waldby 

















































































ては、それによって彼が購買または支配しうる労働の量（the quantity of 
labour）に等しい。したがって労働がすべての商品の交換価値の真の尺度（the 
real measure of the exchangeable value）なのである」（Smith [1776] 2004, (1) 
47 = 2000, (1) 63）10）。
　特にスミスにあっては、労働は人間の労苦である。「あらゆるものの実質価
格」は、「それを獲得するうえでの労苦と手数（toil and trouble）である」（ibid., 
47 = 同, 63）。また、労働は貴重な財産でもある。「だれでも自分自身の労働の
なかにもっている財産は、他のすべての財産の本源的な基礎であるように、も
っとも神聖・不可侵（the most sacred and in violable）」である（ibid., 138 = 
同, 215）。
　しかし、このような、いわば「特権的な地位」にある労働もまた商品であ
る11）。商品とは、「一定量の労働（a certain quantity of labour）」が「蓄えら
れ蓄蔵されて（stocked and stored）いる」ものであり（ibid., 330 = 同, 109-
110）、商品に蓄えられている労働と等価の労働によって交換可能である（ibid., 




変動を免れない」（Ricardo [1819] 2016, 4-5 = 1987, （上） 21）。
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で妥当だとされている。それらは事実を適切に表現しているが、事実
を理解して
0 0 0 0
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、また自己活動的な商品
0 0 0 0 0 0 0 0
（selbstbewußte und selbst-
tätige Ware）である。……人間商品
0 0 0 0
（Menschenware）……」（Marx [1884] 
2005, 72 = 1964, 109）。「労働者は、彼が富をより多く生産すればするほど、そ
れだけますます貧しくなる。労働者は商品をより多くつくればつくるほど、そ
34
れだけますます彼はより安価な商品（wohlfeilere Ware）となる」（ibid., 56 = 
同, 86）。「労働者は１個の商品となっており、しかももし自分を売りさばくこ
とができれば、それは彼にとって幸運なのである」（ibid., 5 = 同, 18）。「供給
が需要よりはるかに大きいとき、労働者の一部は乞食の状態か餓死におちい
る。こうして、労働者の生存は、他のすべての商品の存立の条件のもとへと引
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eigene physische und geistige Energie des Arbeiters）、つまり彼の人格的生
命（sein persönliches Leben）─活動〈以外〉の生命とは、一体なんであろう
か─である。……これは自己疎外
0 0 0 0
（Die Selbstfremdung）である」（ibid., 60-61 
= 同, 93）18）。
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　では、本来の労働とは何か？　それは人間の類的活動19）である。類的活動
としての労働とは、「対象的世界




」である（ibid., 62-63 = 同, 96-97）。「……
人間は、まさに対象的世界の加工において、はじめて現実的に一つの類的存在
0 0 0 0
（Gattunswesen）として確認されることになる。この生産が人間の制作活動的
な類生活（werktätiges Gattungswesen）なのである。この生産を通じて自然
は、人間の制作物および人間の現実性として現われる（Durch sie erscheint 










misère des classes laborieuses en Angleterre et en France ）から、次のよう
な抜書きをしている。
　「労働は一つの商品である」（ibid., 18 = 同, 35）。「労働の価値（La valeur 
du travail）は、それが各瞬間にすぐに売られなければ、完全に解消してしまう。
労働は、ほんものの〈商品〉とはちがって、蓄積することも、貯えておくこと
すらもできない。労働、それは生命である（Le travail c’est la vie）。そして、
もし生命が毎日食物によって代謝されなかったならば、生命は害され、まもな
く死滅する。したがって、人間の生命が一つの商品であるためには（Pour 
que la vie de l’homme soit une merchandise）、奴隷制を承認しなければなら


























der Leiblichkeit, der lebendigen Persönlichkeit eines Menschen existieren）、
何らかの種類の使用価値を生産するばあいに、人間が活動させる肉体的、精神
37生命と資本との関係に関する古典的理論 ─ 生命科学・技術の発展に伴う生命の資本化傾向の分析に向けて ─
的能力の総体（den Inbegriff der physischen und geistigen Fähigkeiten）で
あると考える」（ibid., 181 = 同, 291）23）。
　「すべての労働は、一方において、生理学的意味における人間労働力の支出
（Verausgabung menschenlicher Arbeitskraft im physiologischen Sinn）であ
る。そしてこの同一の人間労働、または抽象的に人間的な労働の属性において、
労働は商品価値を形成する。すべての労働は、他方において、特殊な、目的の
定まった形態における人間労働力の支出である」（ibid., 61 = 同, 87）。ここで
言われている「生理学的意味における人間労働力の支出」とは、労働による「人


























G ─ W (A・Pm) … P … W’ ─ G’
　最初の G は一定額の貨幣であって、貨幣資本と呼ばれる。この貨幣で、資
本家すなわち生産手段の所有者は、労働力（A）と生産手段（Pm）を購入する。
ここで、「労働者はその商品─労働力─を資本家に売る」（Marx [1885] 1963, 
378 = 1969, (5) 53）。そして、両者を生産的に消費する過程が生産過程（…P…）
である。ここでは資本は、A と Pm の姿をとっており、労働力と生産手段は、
生産資本と呼ばれる。生産された商品 W’も資本の１形態であって、商品資本

























































素を区別する（Marx [1867] 1962, 193 = 1969, (2) 11）。それは、（1）労働その
もの（目的に合致する活動）、（2）労働の対象、（3）労働の手段である。（2）
と（3）が生産手段である（ibid., 196 = 同, 15）。
　労働対象とは、土地、水、魚、木、鉱石などであり28）、労働手段は、労働対
象に対する労働の作用を媒介し、活動の導体として役立つ物や、労働過程が進






































































者の労働力は、あたかも資本であるかのようである（Healy, op. cit., 2004 = 同, 







































































[1867] 1962, 249-250 = 1969 (2), 100-101）。なお、（　）で示した数字は、岩波文庫版『資
本論』の分冊数を示している。この後の引用もすべて同様である。
5） 商業資本は、「資本主義的生産様式よりも古いものであり、事実上歴史的に最も古い
自由な、資本の存在様式である」（Marx [1894] 1964, 337 = 1969 (6), 510）。
6） 「商業資本の運動は G ─ W ─ G’であるから、商人の利潤は、第一に、流通過程の内
部でのみ行なわれる諸行為によって作られ、したがって、買いと売りとの二つの行為
において実現される。そして第二に、それは最終行為である売りにおいて実現される。
したがってそれは、譲渡利潤、profit upon alienation である。諸生産物が、その価値
どおりに売られるかぎり、純粋な独立な営業利潤は、明らかに不可能なものとして現
われる。高く売るために安く買うのが、商業の法則である。したがって、諸等価物の




スではボアギルベール（Sieur de Boisguilbert, L.）に始まる古典派経済学の成果であ
る（マルクス 1956, 58）。











0 0 0 0 0
」（つまり、彼の労働する力
の使用）「もまた、他のどんなものとも同じように、利益を得て交換しうる一つの商
























15） “Der Arbeiter hat aber das Unglück, ein lebendiges und daher bedürftiges Kapital zu 















および精神的エネルギー（freie physische und geistige Energie）がまったく発展さ
せられずに、かえって彼の肉体は消耗し、彼の精神は頽廃化する（seine Physis 
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ない」（Marx [1884] 2005, 59-60 = 1964, 91-92）。「外的な労働（äußerliche Arbeit）、
人間がそのなかで自己を外化する労働（in welcher der Mensch sich entäußert）は、


























現実性（meine allgemeine Tätigkeit und Wirklichkeit）、すなわち私の人格（meine 













0 0 0 0 0
。それ
が可変資本
0 0 0 0
と不変資本
0 0 0 0
の区別である。ところで、この区別を立てると剰余価値の神秘




ければならない状況に置かれているということである（Marx [1867] 1962, 181-3 = 
1969, (1) 291-3）。
28） 「労働対象がすでに過去の労働によって媒介された変化をうけているとき、これを原
料という（洗鉱された鉱石など）」（Marx [1867] 1962, 193 = 1969 (2), 11）。すべての





（ordinary language）の自然な拡張ということができるであろう」（Heisenberg 2000, 





も我々はこれら概念がリアリティに触れていることを知っている」（ibid., 139 = 同, 
208）。
30） 「臨床試験への参加に同意するとき、私たちは体液のサンプル（samples of our 
bodily fluids）、個人情報その他のデータ（personal details, and other data）を提供
する」（Healy, D. 2004, 277 = 2005, 371）。
31） 「製薬企業は地球上で最も儲かっている企業の部類に入る。それはなぜかというと、
私たちがただで臨床試験の被験者（volunteer for clinical trials）になっているから
だ」。「私たちの無償の自己犠牲（our voluntary efforts）が、これらの企業の莫大な
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33） 「一般的労働（Allgemeine Arbeit）とは、すべての科学的労働（wissentschftliche 
Arbeit）、すべての発見、すべての発明である。それは、一部は現存者との協業によ
って、一部は過去人の労働の利用によって、条件づけられている」（Marx [1894] 
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